弘前市東部学校給食センター調理等業務に係る優先交渉権者選考基準

１　優先交渉権者の選考方法及び得点配分について
（１）優先交渉権者の選考方法
1 優先交渉権者については、プレゼンテーション並びにヒアリングにより評価す
る能力点と、提案価格から評価する価格点を指標として、「２能力点、価格点の採点方法について」に定める採点方法により算出された能力点、価格点の合計点が最も高い者に決定する。ただし、次の条件を満たすことを前提とする。
【前提条件】
・提案価格が「提案上限額」の範囲内であること。
・仕様書で示す各業務を十分理解していること。
・平成２８年３月末までに引継ぎ・研修等を行い、４月の給食開始日には、確実に給食を提供できること。

　　　　②最高得点が、２者以上あった場合は、能力点が上位の者を優先交渉権者とする。
それでも優先交渉者が決定しない場合は、くじ引きにより優先交渉権者を決定する。
　　（２）能力点・価格点の配分
点数については、合計２００点満点とし、得点配分については次のとおりとす
　　　　　る。
　合計点２００点（能力点１８０点＋価格点２０点）
２　能力点、価格点の採点方法について
　　（１）能力点の採点方法
提案書の評価にあたっては、「提案書評価指標」に記載のとおり、評価分類

         配点、評価の着眼点に基づき評価を行う。各評価の採点にあたっては、０点か
 　　　　ら５点の６段階による評価を行い、必要に応じて評価の根拠等を備考欄に記述
 　　　　する。
　 また、得点の判断基準については、次のとおりとする。
	得　点
	判　　断　　基　　準

	５　点
	創意・工夫があり、特に効果的な内容である。
（期待レベルを大幅に上回る。）

	４　点
	創意・工夫があり、効果的な内容である。
（期待レベルを上回る。）

	３　点
	平均的な内容である。
（ほぼ期待レベルである。）

	２　点
	指定した記述項目は網羅されているが、内容がやや乏しい。
（期待レベルを下回る。）

	１　点
	指定した記述項目は網羅されているが、内容が乏しい。
（期待レベルを大幅に下回る。）

	０　点
	指定した記述項目が網羅されていないか、網羅されていても不適切な記述内容である。


　各評価者の合議による評価点をもって、評価分類小項目の得点とし、合算することによって評価分類の得点を算出する。
　評価分類の得点と、評価分類の満点（評価分類小項目×５点）の比率に、評価分類の配点を乗じて各評価分類の能力点を算出する。
各評価分類の提案書評価点＝(評価分類の得点÷評価分類の満点)×評価分類の配点
　　　（２）価格点の採点方法
　給食調理業務の質を確保するため、提案下限額を提案上限額の８０％とする。提案価格が、提案上限額と同額の場合を０点とし、提案下限額を２０点とする。
　価格点の採点については、以下の計算式で算出する。
価格点＝（提案上限額－提案価格）÷（提案上限額－提案下限額）×２０点
